
-22-

(
二
）
短
歌

行
き
く
れ
て

木
の
下
か
げ
を

宿
と
せ
ば

花
や
今
宵
の

主
な
る
ら
む

行
き
く
れ
て

木
の
下
か
げ
を

宿
と
せ
ば

花
や
今
宵
の

主
な
る
ら
む

（
作
者
）
平
の
忠
度
（
天
養
元
年
１
１
７
８
年
ー
元
暦
元
年
１
１
８
４
年
）
平
安
時
代
の
平
家
一
門
の
武
将
。
平
清
盛
の
異
母
弟
・
歌
人
と
し
て

も
優
れ
藤
原
俊
成
に
師
事
し
た
。
「
千
載
和
歌
集
」
の
選
者
俊
成
は
朝
敵
と
な
っ
た
忠
度
の
名
を
憚
り
「
故
郷
の
花
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た
歌

一
首
の
み
詠
み
人
知
ら
ず
と
し
て
掲
載
。
さ
ざ
な
み
や
志
賀
の
都
は
荒
れ
に
し
を
昔
な
が
ら
の
山
桜
か
な

「
一
ノ
谷
の
戦
い
」
で
、
源
氏
方
岡
部
忠
澄
に
討
た
れ
た
が
、
忠
度
の
箙
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
文
を
解
い
て
み
る
と
「
旅
宿
の
花
」
と
い
う
題
で

一
種
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
歌
が
子
の
歌
で
あ
っ
た
。

行
（
ゆ
）
き
く
れ
て
木
（
こ
）
の
下
（
し
た
）
か
げ
を
宿
（
や
ど
）
と
せ
ば

花
や
今
宵
の
主
（
あ
る
じ
）
な
る
ら
む

Ａ
型


